
２年数学科 学習ガイダンス 

 

２年生の皆さん、学習はどうですか？再度休業が延長になりました。この状況では、皆さんに予習してもらい学

習を進めていってもらわないといけません。このプリントに従って学習を進めていってください。 

予習や学習の方法は、 

①このプリントの学習内容を読む。 

②教科書を読み、ワークシートの例題を完成させる。 

例題の答えは教科書で探してください。問題の答えはホームページにアップします。 

③ワークシートの問題を解く。（教科書の問題です） 

④ワークの問題を解き、復習する。 

この手順で学習してみましょう。計算方法は文字が増えるだけで、１年生のときに学んだ方法と同じです。落ち

着いてポイントを整理しておきましょう。                        （２年 数学科） 

学習項目 

（教科書のページ） 
学習内容 

ワークシート１ 

相対度数 

範囲と代表値 

 

新しい数学１ 

(１年の教科書) 

(Ｐ２１１～２１５) 

 

よくわかる数学の学習１

(１年のワーク) 

(Ｐ１１６～１１９) 

・全体の度数が異なる資料を比べるときには、度数の代わりに、相対度数を用います。

相対度数は、度数の合計に対する割合なので、
（その階級の度数）

（度数の合計）
で求めることができま

す。 

・資料の分布のようすを調べたり伝えたりするとき、最大の値から最小の値をひいた

値を用いることがあります。その値を、分布の範囲(レンジ)といいます。 

・資料の特徴を調べたり伝えたりするとき、１つの数値で代表させて比べることが多

い。このような数値を代表値といいます。おもな代表値は、平均値、中央値(メジア

ン)、最頻値
さいひんち

(モード)です。それぞれの代表値の求め方と意味は、次のようにまとめ

られます。 

 平均値…ここの資料の値の合計を資料の総数(度数の合計)でわった値 

 中央値(メジアン)…調べようとする資料の値を大きさの順に並べたときの中央の値 

          ≪注意≫資料の総数(度数の合計)が偶数の場合は、中央にある

２つの値の平均値を中央値とする 

 最頻値(モード)…資料の中でもっとも多く出てくる値 

         度数分布表では、度数のもっとも多い階級の階級値 

・代表値としては、平均値がもっともよく用いられるが、極端な数値があるとき、平

均値はその値に大きく影響を受けるので、影響が小さい、中央値や最頻値が用いら

れることがあります。 

ワークシート２ 

単項式と多項式 

 

新しい数学２ 

(２年の教科書) 

(Ｐ１０～１１) 

 

数学の学習ノート 

(２年のワーク) 

(Ｐ２～３) 

・式には多項式と単項式の２種類があります。 

・式の間に＋や－がある長い式を多項式といいます。ちょうど＋や－で区切ることが

できます。例)xOy , P2aP4 , xy2O3xP5y など 

・その区切った式を項といいます。区切るときは、＋や－を後ろの式に含めるのがポ

イントです。 

例) x Oy , P2a P4 , xy2 O3x P5y  

  多項式xy2 O3x P5y の項は、xy2と 3x とP5y  

・間に＋や－が無くて区切れない式を単項式といいます。 

例)2x , a , P3xy , x2 など 

 



・単項式や項ではかけられている文字の個数を、次数といいます。 

 例) 2x →次数１，P3xy →次数２，x2 →次数２ 

・多項式の次数は、各項の次数のうちでもっとも大きいものになります。多項式の次

数が１のとき、１次式といい、２のとき、２次式…といいます。 

例) 多項式xy2 O3x P5y 各項の次数は、 

xy2 →次数３，O3x →次数１，P5y →次数１ 

もっとも大きいものは、３なので、この多項式の次数は３。 

この多項式を３次式という。 

ワークシート３ 

多項式の計算① 

 

新しい数学２ 

(２年の教科書) 

(Ｐ１２～１３) 

 

数学の学習ノート 

(２年のワーク) 

(Ｐ４～５) 

・文字の部分が同じ項を、同類項といいますが、１つの式の中にある同類項はまとめ

ておかなければなりません。まとめ方は、数字の部分（係数と言います）を加減し、

文字の部分をそのままつけます。 

 例) 　 3xO5yP4xP2y
x3xP4xO5yP2y
x(3P4)xO(5P2)y
xPxO3y

 

・文字の部分が違うと、加減はできません。 

・多項式の加法(たし算)は多項式の項をすべてまとめます。 

・多項式の減法(ひき算)は、ひく方の多項式のすべての項の符号を変えて、まとめま

す。 

 例) 　 (3xO5y)O(4xP2y)
x3xO5yO4xP2y
x3xO4xO5yP2y
x7xO3y

 　 (3xO5y)P(4xP2y)
x3xO5yP4xO2y
x3xP4xO5yO2y
xPxO7y

 

・多項式の加減は、筆算のように計算してもよい。(教科書・ワークシートを参考に！) 

ワークシート４ 

多項式の計算② 

 

新しい数学２ 

(２年の教科書) 

(Ｐ１４～１５) 

 

数学の学習ノート 

(２年のワーク) 

(Ｐ６～９) 

・多項式と数の乗法(かけ算)は、分配法則を使って計算します。 

・多項式と数の除法(わり算)は、逆数のかけ算にしてから、分配法則を使って計算し

ます。 

 例)  　 4(3xP5yO2)
x4A3xO4A(P5y)O4A2
x12xP20yO8
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・加減乗除が混ざった計算では、まず分配法則(かけ算)をしてかっこをはずし、同類

項をまとめます。 

・分子に多項式がある式の計算では、通分してから同類項をまとめます。通分のとき

のポイントは、分子のすべての項にかけることです。また、ひき算のときは、ひく

方の各項の符号を変えることも忘れないようにしてください。 

 ポイント) 分母と分子に同じものをかける。 
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数学の学習ノート 

(２年のワーク) 

(Ｐ１０～１１) 

・計算のまとめ 

・符号、数字(係数)、文字の間違いに注意してください。 

・ワークシートはありません。ワークの練習問題を進めます。 

 

項を並べ替え、同類項を集める。 

同類項をまとめる。 


